
産業陶磁演習　評価ルーブリック

評価項目 Ｓ・Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

窯業地の調査か
ら展開できる要素
を分析し、商品化
に向け企画するこ
とができる。(A-2)

窯業地の調査か
ら展開できる要素
を的確に分析し、
商品化に向け産
地の発展に貢献
できる提案をする
ことができる。

窯業地の調査か
ら展開できる要素
を分析し、商品化
に向け新しい提
案をすることがで
きる。

窯業地の調査
から展開できる
要素を分析し、
商品を企画す
ることができる
。

窯業地の調査か
ら展開できる要素
の分析が不十分
で、商品化に向け
企画することがで
きない。

陶磁器製品を創
作するための造
形力を養うことが
できる。(A-2)

陶磁器製品を創
作するための造
形力が十分身に
付いており、積極
的に実践できる。

陶磁器製品を創
作するための造
形力が十分身に
付いている。

陶磁器製品を
創作するため
の造形力が身
に付いている。

陶磁器製品を創
作するための造
形力が不十分で
ある。

実践的なメーカー
とのやり取りを通
して、コミュニケー
ション能力を身に
つけることができ
る。(A-2)

実践的なメーカー
とのやり取りを積
極的に行い、コミ
ュニケーション能
力が十分に身に
ついている。

実践的なメーカー
とのやり取りを行
うコミュニケーショ
ン能力が十分に
身についている。

実践的なメーカ
ーとのやり取り
を行うコミュニ
ケーション能力
を身につけてい
る。

実践的なメーカー
とのやり取りを行
うコミュニケーショ
ン能力を身につけ
ていない。


